
紅葉目当ての山が雪山になっていました 

 
  

                                                            ２０１７年 １ １ 月 １ ８日～19 日 
                               

   ＜参加メンバー＞ １３人（男性５人、女性８人）     ＜天 候＞ 11/18 雨後曇り 11/19 曇り時々雪
 

＜ コースタイム ＞ 
11/18 JR 宝塚駅前 7：30―宇陀―大又（ふるさと村）11：00 
 

雨のため明神平への入山を見合わせて「ふるさと村」
に泊まることに変更し、丹生川上神社、七滝八壺の見
学に切り替えた。 

 

11/19 5：30 起床（食事後出発） 林道終点（登山口）8：05 

   ― 明神平 10：10 ― 明神岳 11：05 ― 桧塚奥峰 12：

05 ― 林道終点（登山口）15：00 ― やはた温泉 ―  

宝塚 

＜ 山行の概要 ＞ 

紅葉と明神平辺りの静かな自然を楽しもうと計画した山行であったが、初日

が朝からの冷たい雨で、その日には明神には入山せず、大又にある廃校を利用

した「ふるさと村」に、ちょっと軟弱ではあるが泊まることとなった。 

翌日は、明神平へ上がってから桧塚奥峰をピストンして下山する行程とな

り、結果的に当初計画の薊岳への縦走は行わなかった。ガスと降雪のあいにく

の天気であったが、1000ｍを超すあたりからは積雪があり、今シーズン初の雪

山山行となり思い出深い山行となった。 

 
 

      

1.「ふるさと村」で先発のＫさんと合流  2.これが廃校を利用した「ふるさと村」 
雨のため、この日はここに泊まることとなった 

 3.この日は“観光”に切り替えて近くの丹生川
上神社に参拝し、紅葉を愛でた 

  

 

 

 

4.古く立派なお宮さんであった  5.川辺の紅葉も見ごたえがあった  6.次に行ったのが、七滝八壺。 吊り橋の先に
ある 

    

 

7.最上部の何段も連なる滝  8. 滝の前でパチリ  9.「ふるさと村」に戻る途中の紅葉 



 

 

 

 

 

10. 紅葉その２  11. 「ふるさと村」に戻ってきました  12. 雨でもテント張る！という見上げた５人は
テント場へ 

    

13. すったもんだで張り終え  14. 貸し切りの炊事棟で料理して、かんぱー
い！ 

 15. 山ご飯は豚みそ鍋 

 

 

 

 

 

16. 懇親会、宴会？は、まだ序の口  17. 宿泊棟で ２次会   18.テントで３次会 

 

 

 

  

19. 翌朝、明神平登山口からスタート  22. 道が陥没  21.この橋を渡って林道から登山道へ 

 

 

 

  

22. 渡渉怖々その１  23. 渡渉怖々その２  24.渡渉怖々その３ 



 

 

 

 

 

25.渡渉怖々その４  26.渡渉を終え、急な岩場を登るその１  27. その２ 

 

 

 

 

 

28. あられがパラパラ  29. 霧氷の中を進みます  30. 秋と冬 

 

 

 

 

 

31.秋から冬へと様子が変わる  32.こんなツララも  33. ガスの中の明神平着（天王寺高校の山小

屋） 

 

 

 

 

 

34. いざ明神岳へ  35.分岐  36. 明神岳ピーク１４０２ｍ 

 

 

 

  

37. 雪景色の中を黙々と進む  38. 見上げると、まぁーきれい         39. キノコに侵されてますやん 

 
 
 
 



 

 

 

 

 

40. お辞儀の木  41. もうすぐ、桧塚奥峰  42. 桧塚奥峰 真っ白 

 

 

 

 

 

43. 桧塚奥峰 全員集合  44. 来た道を帰る 
  今回は桧塚には行けなかった 

 45.エビのしっぽ 

 

 

 

 

 

46. 帰りもまた渡渉  47. やっとこさ、登山口の駐車場に戻る  48. やはた温泉で汗を流して今回の山行は終

了とあいなりました 

     

     

 


